
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月13 日（日）湖東コミュニティセンターにて、
「２０歳の集い」が開催され、新しく大人の仲間
入りした新成人が集まりました (^o^) 

集合写真提供：クワハラフォトスタジオ 

☆上記の集合写真をご希望の方は、クワハラフォトスタジオまでご連絡下さい。 

☆  

＜編集・発行＞ 湖東地区まちづくり協議会 2013．2 



 

 

 

 

日時：2012 年 12 月 18 日（火）2・3 時間目 9：50～11：20 

場所：湖東中学校体育館 

目的： (1)身近な琵琶湖の環境について考える。 

(2)日常生活と環境について考えるきっかけとする。 

 

 

コクヨ工業滋賀の環境推進の講師 太田俊浩 氏 [下里町在住 湖東中出身] 

コクヨ工業滋賀開発グループ   福田裕子 氏 [大沢町在住 湖東中出身] 

 

講師の太田さんと福田さんからメッセージをいただきました。 

「学習会の中では、琵琶湖のヨシを守り活用していくことで、大切な琵琶湖を守っていくコクヨ工

業滋賀の活動をお話させていただきました。生徒の皆さんからは、『滋賀県で生えているヨシが活用

できることに驚いた』、『琵琶湖を大事にしないといけないと思った』などの意見をいただき、皆さ

んが使う身近な文房具を通して琵琶湖の大切さを考えてもらう機会となったようです。 

学校と企業が環境学習を通して触れ合うことのできたすばらしい学習会でした」 

 

 

 

滋賀県がこんなに色んな環境のことに取り組んでいたなんて知らなかったので、とてもうれしかっ

たし、滋賀県に生まれて良かったと思いました。（１年女子） 

 

今回の学習で、ヨシの「刈る→育てる→活用する」活動がよくわかりました。「ヨシ」は、環境を   

守るための大切なものです。僕たちも環境問題に目を向けて、琵琶湖や地球を守っていかなければ

いけないなぁと思いました。（2 年男子） 

 

普段使っているノートもちょっと違った目線で見ることができて、すごくおもしろかった。 

（3 年男子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このページは、湖東中学校 ２年生男子 広報委員の皆様につくっていただきました。 



このページの担当者：東近江市立湖東コミュニティセンター  【湖東コミュニティセンターだより】 

〒527-0113 東近江市池庄町４９５番地   ℡ 0749-45-0950 IP 801-0950   

３月  さざんか学習講座 

４日（月） ＰＭ  ７：３０～ 押し花アート 

８日（金） ＰＭ  ７：３０～ 文化講演会 

１０日（日） ＡＭ１０：００～ 子ども自然観察教室 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３号2013.２月 

 ２月３日（日）に東近江市青少年育成市民会議湖東支

部主催による湖東のつどいが開催されました。オープニ

ングは湖東中学校吹奏楽部の皆さんによる素晴らしい

演奏をしていただき、今年度の青少年健全育成標語の入

賞者５名の表彰を行いました。 

基調講演では、講師に天台宗僧侶の藤井妙法さんをお

迎えし「子どもは大人に何を期待するか」と題して現代

の人々の心に響く生きた人生哲学を熱くお話いただき

ました。 

青少年健全育成標語 入賞作品 

一声の やさしい言葉に 出る元気   澤村 恵美 

あいさつの 基本は親から 家庭から  廣田実佑浬 

声かけて 地域で摘み取る 非行の芽  植田 重隆 

家庭でも 話そう学ぼう 社会のモラル 尾賀 敏子 

大丈夫？ そんな一言 待っている   藤井真規子 

青少年を育てる湖東のつどい 
 

「おれだよ、おれ。」と電話をかけ、電話に出た者がうっかり「○○か？」などと名前を問い直すと「ほや！○○や！実

は事故にあってお金がいるねん！すぐにお金振り込んでくれへんか・・・！」などと言い、指定した銀行等の口座に現

金を振り込ませる詐欺が、また最近市内でも多く発生しています。 

 湖東地区でも被害に遭っていなくても、このような電話や手紙が届いた経験されたご家庭がたくさんあります。 

 今一度、家族でこのような詐欺に遭わないために、話し合うことが大切です。 

 最近は手口が巧妙になり、被害は減ることはありません。被害にあわないためにも慌てず、本人に確認をとるなど冷

静な対応をしましょう。また、情報は近所で共有するなど被害に遭わないようお互いに声を掛け合いましょう。 

東近江・愛知地区防犯自治会湖東分会からのお知らせです 

ある

17%

ない

83%

電話や手紙が届いた経験がある

 

無視し

た

50%
警察に

通報

33%

被害に

遭った

0%

その他

17%

どのような対応をしましたか？

2012年湖東地区自治会 世帯アンケート結果 

【大沢町・中一色町・大清水町】 

その１【留守番電話を活用】 
いつも「留守番電話」にしておき、電話がかかってきてもとりあえ

ず「留守番電話」で受けましょう。 

身内の方と「合言葉」を決め、相手が確認できたら受話器を取りまし

ょう。※一人暮らしの方は、自分の名前を先に名乗るのはやめましょう. 

その２【ナンバーディスプレイ機能の活用】 
電話をかけてきた相手の電話番号がわかるナンバーディスプレイ

サービスです。詳しくは電話会社で確認してください。 

その３【「ATM 利用限度額」の引き下げ】 
あらかじめ、ATM による 1 日あたりの利用限度額を引き下げておく

ことができます。 

万が一振り込め詐欺の被害にあった場合でも、その利用限度額ま

でしか振り込めないことになりますから、被害を最小限にすること

ができます。詳しくは、金融機関の窓口で相談してください。 

日 時： 3 月 17 日（日） 

午前 9 時～ 

場 所： 湖東中学校体育館 
 

参加資格：市内及び近隣地域在住の方（中学生以上） 

     但し、1 チーム男子２名以内とする 

参 加 費：1,000 円（先着20 チーム） 

申込期限：3 月 8 日（金）期日厳守 

お問合せ先：ことう地区体育協会事務局 

TEL 0749-45-0950 ＩＰ 801-0950 

ことうビーチバレーボール大会 

参 加 者 募 集 



＜編集・発行＞湖東地区まちづくり協議会 東近江市池庄町４９５番地 湖東コミュニティセンター別館 ☎ 0505-802-3393 FAX 0505-802-3393 

      ホームページ http://members.e-omi.ne.jp/suki-koto/  E ﾒｰﾙ  suki-koto@e-omi.ne.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～地域の話題～ 

へムスロイド村に入って最初の平屋が、東 敬恭（あずま ゆきやす）さんのガラス工房「アズーロ・
グラススタジオ」です。 

『アズーロ』とはイタリア語で青という意味です。ご自身がガラスの透明な青や澄み切った青空が好
きなこと、名字の「東」と溶解炉の「炉」を掛けています。 

東さんはここ（へムスロイド）に来て１３年になります。『ガラスづくりは大きな音を発したり、    
長時間、窯に火を点けたまますることが多いため、周囲に気を使いますが、ここは杜の中なので気兼な
く作業に打ち込めますね。また、吹き竿に息を吹き込む「吹きガラス」は頭の中でイメージしながら    
１２００度の窯の中で瞬時に形を操る楽しみと、なかなか思い通りにいかない時こそ達成した時の大き
な喜びがある。』とガラスづくりの魅力も語ってくださいました。 

早速、その吹きガラスの現場が見られると思ったのですが、残念ながら取材におじゃました日は窯に 
火は点いていませんでした。毎年９月から３月はメンテナンスのため窯は休止期間。それでも東さんは 
作品を削ったり、磨いたりして仕上げの作業や、個展やヘムスロイド村まつりの準備など多忙です。 

そんな中、国内外をとわず旅行に出かけるのが楽しみとのこと。気分転換になり、作品づくりにプラ
スになることが多いにあるようです。 

「私にとって今年は今まで生きてきて最も大きな変化の年になります。２０１３年、どんな変化が  
あろうが一つ一つを受け止め、すべてを喜びに変える覚悟を持って人間らしくいこうと思うのです」  
（ホームページより） 

「人生にとって大きな変化とは？」詳しくは、東さんに聞いてくださいね！ 
 
最後に「アズーロ・グラススタジオ」では４月から吹きガラスの体験教室を始めます。 
期間：４月～８月の週末（土、日） 
内容：コップ、ペーパーウェイト 
費用：２０００円～ 
人数：２人以上 
受講申込み先：アズーロ・グラススタジオ（TEL/FAX 0749-45-0742）まで 
注意：展覧会などの予定により休むこともありますので、必ず一週間前までには事前予約ください。 

(予約なしでは受講できません) 

プレゼント！ 
 「アズーロ・グラススタジオ」提供の“ペーパーウェイト”を１名の方にプレゼントします。 

ご希望の方は、下記の要領によりご応募ください。 
＜応募方法＞ 

あなたの住所、氏名、電話番号を記入の上、下記 湖東地区まちづくり協議会 事務局まで、はがき、 
メールまたはFAX でお送り下さい。  締め切り： 3 月11 日（月）必着 

東 敬恭 さん 

～ただ今 商い中～  『アズーロ・グラススタジオ』 

作品の一例 

「ＤＩＧ」（ディグ）って聞いたことありますか？ 参加者が地図を使って防災対策を検討する訓練です。英語の「災害想像ゲーム」

の頭文字Disaster（災害）、Imagination（想像力）、Game（ゲーム）をとった言葉で、想像できる地震災害を図上で確認していき、

地域が持つ災害の焦点を絞り込み、実際に地震が起こったときに備えるというものです。 

東日本大震災以後、自主防災意識が高まる中で、東近江市も各自治会にこの「ＤＩＧ研修会」の実施を支援していこうと、１月２０日、

横溝町が研修会をされました。当日は、２１名の方が町公民館に集まり、市の生活安全課とファシリテーターの支援のもと、熱心な話し

合いが行われました。 

 研修会は２部構成で行われました。第１部は、「もし家がつぶれるほどの大きな地震が起こった時、その後自分はどんな行動をするか、

またそれは可能か？」を考えるものです。設定は「９月の平日の夜明け後、うとうとしている時」、と「真冬の午前２時就寝中の時」の

二場面で考えるというものです。３グループに分かれ、各自の考えを付箋紙に記入し、それを順番に模造紙に貼り、その後全員で時間を

追って並べ変えていく方式で進められました。 

「自分の安全確保」「家族の安否の確認」「火の元確認」等の意見が貼られましたが、実際にできるのかになると、９月の朝なら半分程

度、真冬の深夜ならほぼ全部無理だということが分かりました。普段から具体策を持ち、事前準備をしておくことが必要であることを学

ぶことができました。 

第２部は、「横溝町のリスク系・安全系の実態を地図上で確認し、自治会としてどのようなことが求められるか、さらに、研修会を   

受けた私たちが横溝町に発信できるものは何か？」を同じ方法で話し合い、最後にグループ全員で発表しました。 

「家具の固定」「家屋の耐震強化」等々が求められることに気づき、「地域の絆を育て、自助・ 

共助の確立をめざそう！！」とのメッセージを、まず自分の家庭から発信していこうと、全員の 

大きな拍手で研修会が締めくくられました。 

  研修会後、辰巳 民二 自治会長は「この研修会で得た知識を町民全員に広げていきたい」と 

意気込みを語られました。 

  この「ＤＩＧ」が湖東地域全町で広がり継続され、安心な地域になることを願います。 （大林） 

「備えあれば減災可能」 ～横溝町で DIG 実施

～ 

話し合った結果を発表する参加者 

溶鉱炉に向かう 東 さん 

ペーパーウェイト 

http://members.e-omi.ne.jp/suki-koto/
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